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1) 例えば新庄博「新版金融論」昭和40年， 360へー ジ。
2) 中容貫安宅貨幣" r体系金融大辞典」昭和41年， 677-678ベ ジ。
3) 中谷貫「新金融理論」第3版l 昭和16年z 特に第2篇。




はイギリスにおけるケイソズ， R.Gホートりー(M仰 aaη Reconstruction，1926)， 
アイスヲー(StableMoney.1932). アメリカにおける I フィッ γ ャー (Stabilizing 
the Dollar， 1920).見ウェーデVにおけるカッセノレ(Post-warM田 1，etaryStabuization， 
1928)で代表されると云われるがペ彼等の論拠の共通点は貨幣数量説及びその
国際面での適用である購買力平価説である。彼等の主張はその展開に相違はあ


















5) 新庄博j 前掲書.261ベー ジ。


























7) ケインズの「貨幣改革論Jはイソグヲ Yド銀行の総裁と理事 (theGove:mors and Court of 
Bank of En留1日 d)に捧げられたものである。J.M. Keynes. A Tract醐 M開 et(lryRefoγm. 
1923， p.vi 


























B) J M. Keynes，包bid.，p. 74 
9) J. M. Keynes， ibid.， p.77 
44 (128) 第 102巻第2号






















「単なる考案J(merely devices)であることを認め，フイヅ、ンャ lー のよりは人
為的ぐな〈観察された事実に近いと言っているm ぞれよりも決定的なのは，
10) J. M. Keynes， ibid.， pp. 77-80 
11) l Lintner， The Theory of Money and Prices， in The New E，叩旬。mics，ed. by S. Harris， 
1947， Chapt. 37，邦訳「新しい経済学Jm，昭和25年，第37章。
12) J. M. Keynes， op. cit. p. 78 footnote. 
























13) J. M. Keyne九 ibid.，p. 85 
14) J. M. Keynes， ibid.， p. 84 
15) J. M. Keynes， ibid.， pp. 84-85 “Tbe business of stabilizing t且eprice level， not merely 



























16) ケインズは「ゲ ムのルル」とL寸用語を使っていなし、が，内容的には同ー のととを述べて
し、る。 J.M. 1:ζeynes， ibid.， pp. 159-160 






















17) J M. Keynes， ~b~d. ， pp. 163-164この引用は第3聞の冒頭にあるが内容は第2節のものであ
る。
18) J. M. Keynes， ibid.， p.170筆者n'書き変えたもので原文は， "The non metallic standards， 
of whi('，h、NP.have目 penence，.."であるが内容は同一である。






4B (132) 第 102巻第2号
ケイ Yズは以上のように諸説を吟味批判したのち第5章において通貨管理に
関する提案を行う。
まず第5章は前おき 1 イギリス， 2. アメリヵ 3 その他の諸国に分け
られて論じられているが大半はイギリスについて述べちれており，イギリスに
ついて一般的に述べれば他の国についてはこれを修正すればよいとしている向。
それゆえ，ここでの検討は専らl イギリ λ にヮいて行う。








政府紙幣，イングランド銀行への預金)← (a)，(b)， (0)， Gゆ。但し(a)，(b)はむ:)，(，曲に大
部分反映〕
ここで(a)は紙幣流通に対する一般社会の需要を， (b)は政府の紙幣発行準備金








21) J. M. Keynes， 包仇d.，p. 177 
22) J M. Keyη8!¥.伽 d.，p. t 77， p. 1f15 



















問であれ基準の資料 (datum) としては実際の価格の変動 (pricemovements) 
壱筆頭に，雇用状態，産出高，巾中銀行の与える信用に対する需要，各種投資物
件の利廻り， 新期資本の発行高 (thevolume of new issues)，現金流通高 (the





23) J M. Keynes，耐d.，p. 185 









(every working day)約 50万トツレのドノレ壱買入れる必要があるが， これをイソ











































24) J. M. Keynes耐 d.，p. 186 ことは第1の提案すなわち政策実施の基準について述べている
ところ'"あるカ汽Ifthe Bank of England， theτreasury， and the Big. Five were to adupt 
this pohcyとなってし、るロ
25) 註23)に同じ。
26) J. M. Keynes，必id.，p. 85 






結びつけうる形をとっているが， この方程式を 「非文明の遺物J (すなわち金



















27) J. M. Keynes， ibid. p. 197 
28) 註16)に同じ。
ケインズ「管理通貨」思慢の原形 (137) 53 
この部を終るに当って 2つ付加するなら 1つは公開市場操作を高〈評価
























29) Keynes， ibid.， p. 183 
54 (138) 第 102巻首2号
の見解が受け入れられず大蔵省壱辞任した後に書いたものである。これが彼を
世界的に有名にした。第3の著作は「確率論J(1921)で，彼がケンプロッジ，キ







ショナノレ相互生命保険会社の会長となる。 1922年 r-， /'チェスター・ガ デ
ィアンj紙大什録「ヨーロッパにおける再建」全12号の編集を担当，ジムノア
会議にはこの紙およびその他の新聞の特派員となっている。
これらを綜合して見ると，ケインズの関心が「貨幣改革論」が出版される年
までにすでに多方面であり，その時代の問題に多大の関心を寄せていたことが
分る。とれによって先の問題は氷解する。
「貨幣改革論JにおL、て先物為替論にかなりのベージ数をさいている動機も
漠然とながら分る。そしてそれよりも「提案J= r改革論」がその理論的根拠
と矛盾すること，換言すれば前者の方が後者よりもはるかに優れていることの
解明はこのケイ Yスの現実問題に多大の関心を寄せる態度とアカデミックな理
論の後進性とのギャップに見いださざるを得ないと思われる。(ケインズの伝記
の部分はハロザビの「ケインズ伝]による。〉
